
  

 

  

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

     
 

                   

 

新
制
小
中
学
校
発
足 

 

1947
年
３
月
５
日
、
1942
年
度
入
学
生
144
名
は
、

５
年
修
了
で
卒
業
し(

中
47
回
。
同
じ
く
1942
年

度
の
入
学
生
で
あ
っ
た
159
名
は
、
４
年
修
了
で

前
年
に
中
46
回
生
と
し
て
卒
業
し
た
。)

、
就
職

す
る
か
旧
制
の
上
級
学
校(

旧
制
高
等
学
校
、

大
学
予
科
、
大
学
専
門
部
、
高
等
師
範
学
校
、

旧
制
専
門
学
校)

に
進
学
す
る
か
し
ま
し
た
。 

 

３
月
31
日
、
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法

と
が
公
布
さ
れ(

国
民
学
校
令
・
中
等
学
校
令
は

廃
止
さ
れ
た
。)

、
前
者
は
そ
の
日
に
、
後
者

は
翌
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
新
制
小
中
学
校

が
発
足
し
ま
し
た
。
６
・
３
制
の
実
施
に
よ
り
、

旧
制
中
学
校
の
生
徒
募
集
は
停
止
さ
れ
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
中
学
校(

新
制
中
学
校)

が
、
旧

制
中
等
学
校
内
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

旧
制
中
等
学
校
に
在
籍
す
る
学
齢
生
徒(

義
務

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
適
切
と
さ
れ
る
年
齢
の

生
徒)

の
新
制
高
校
へ
の
入
学
の
た
め
の
措
置

と
し
て
、
1947
年
４
月
か
ら
の
２
年
間
、
中
等

学
校
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
旧
制
中
学
校

１
・
２
年
修
了
者
を
新
制
中
学
校(

併
設
中
学

校)

の
２
・
３
年
生
と
し
て
収
容
し
ま
し
た
。

併
設
中
学
校
は
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
、
経
過
的

な
措
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
た
め
、
新
た
な
生

徒
募
集
を
行
わ
な
い
、
２
・
３
年
生
の
み
の
中

学
校
で
し
た(

１
年
生
に
相
当
す
る
生
徒
は
、
別

に
設
け
ら
れ
た
新
制
中
学
校
へ
入
学
し
た
。)

。 
 

本
校
で
も
、
1945
年
度
入
学
生
が
併
設
中
学

校
の
３
年
生
と
、
1946
年
度
生
が
２
年
生
と
さ

れ
ま
し
た
。
旧
制
中
学
校
の
３
・
４
年
修
了
者

は
、
そ
の
ま
ま
旧
制
中
学
校
４
・
５
年
生
と
し

て
在
籍
し
て
い
て
、
真
鍋
台
の
校
舎
に
は
、
茨

城
県
立
土
浦
中
学
校
と
茨
城
県
立
土
浦
中
学

校
併
設
中
学
校
と
が
併
存
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
旧
制
の
土
浦
中
学
校
は
依
然
と
し
て

存
続
し
て
い
て
、
校
舎
、
教
師
、
生
徒
も
同
じ

で
あ
っ
た
た
め
に
、
併
設
中
学
校
の
２
・
３
年

と
さ
れ
た
生
徒
た
ち
は
、｢

自
分
た
ち
も
土
浦

中
学
の
２
・
３
年
生
で
あ
る
。｣

と
の
意
識
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

 

土
浦
一
高
発
足 

 

翌
1948
年
１
月
24
日
、
本
校
で
は
、
新
制
高

校
準
備
委
員
を
選
ぶ
選
挙
が
行
わ
れ
、
永
山
正
、

清
水
繁
次
郎
、
小
沢
永
次
郞
、
福
田
仁
、
石
崎

正
雄
、
飯
島
徹
男
、
林
卯
一
郎
の
７
名
の
教
諭

が
選
出
さ
れ
、
土
浦
一
高
設
立
の
準
備
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

 

３
月
５
日
に
は
、
1943
年
度
入
学
生
314
名(

中

48
回)

の
卒
業
式
が(

進
路
は
、
家
業
を
継
ぐ
こ

と
を
含
む
就
職
、
旧
制
高
等
学
校
等
の
上
級
学

校
へ
の
進
学
、
新
制
高
等
学
校
進
学
と
に
分
か

れ
た
。)

、
20
日
に
は
併
設
中
学
校
３
年
生
444

名(

1945
年
度
入
学
生
・
併
設
中
１
回)

の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た(

進
路
は
、
就
職
と
新
制
高
等

学
校
へ
の
進
学
と
に
分
か
れ
た
。)

。
29
日
に

は
、(

土
浦
一
高)

通
信
教
育
部
生
の
入
学
者
選

考
も
行
わ
れ
、
男
子
100
名
、
女
子
23
名
が
入

学
し
、
第
１
回
生
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
１
日 

、
学
制
改
革
に
よ
り
、
旧
制
中

学
校
・
高
等
女
学
校
・
農
学
校
・
工
業
学
校
・

商
業
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
新
制
高
等
学
校(

現

高
等
学
校)

が
発
足
し
ま
し
た(

６
・
３
・
３
制)

。 
 

旧
制
中
等
学
校
卒
業
生
の
希
望
者
を
新
制

高
校
３
年
生
と
し
て
、
旧
制
中
等
学
校
４
年
修

了
者
を
新
制
高
校
２
年
生
と
し
て
編
入
し(

編

入
を
希
望
し
な
い
者
に
は
、
５
年
修
了
で
旧
制

中
等
学
校
の
卒
業
が
認
め
ら
れ
た
。)

、
併
設
中

学
校
の
卒
業
生(

1945
年
度
旧
制
中
等
学
校
入
学

生)

が
、
新
制
高
校
１
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

併
設
中
学
校
は
新
制
高
等
学
校
に
も
併
置
さ

れ
て
い
て
、
1946
年
度
に
旧
制
中
等
学
校
へ
最

後
に
入
学
し
た
３
年
生
を
残
す
の
み
と
な
り

ま
し
た
。 

 

新
た
に
発
足
し
た
茨
城
県
立
土
浦
第
一
高

等
学
校
へ
の
入
学
資
格
は
、
新
制
中
学
校
３
年

卒
業
で
、
修
業
年
限
は
、
全
日
制
普
通
科
が
３

年
、
定
時
制
普
通
科
は
４
年
。
定
員
は
、
全
日

制
普
通
科
が
16
ク
ラ
ス
1050
名
、
定
時
制
夜
間

部
普
通
科
は
７
ク
ラ
ス
400
名
、
通
信
教
育
部

100
名
の
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
正
門(

現
旧
正

門)

の
門
標
は
、｢

茨
城
県
立
土
浦
第
一
高
等
学

校｣

と
変
わ
り
、
校
章
は
、｢

高｣

の
字
に
桜
水

を
あ
し
ら
っ
た
、
土
浦
中
学
時
代
よ
り
小
ぶ
り

の
も
の
に
決
ま
り
ま
し
た
。
４
月
15
日
に
は
、

新
制
高
校
１
年
生
の
入
学
式
が
講
堂
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。 

 

土
浦
一
高
の
３
年
生
は
、
３
月
５
日
に
卒
業

し
た
中
48
回
生
の
希
望
者
が
殆
ど
で
、
そ
れ

に
、
中
44
回
と
47
回
の
少
数
の
旧
制
中
学
校

既
卒
者(

翌
年
の
新
制
大
学
の
入
試
を
受
け
る

に
は
、
新
制
高
校
卒
の
資
格
が
必
要
で
あ
っ

た
。)

と
２
桁
の
他
校
か
ら
の
編
入
者
と
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
年
次
だ
け
は
、｢

旧
制｣

中
学
校
の
卒
業
証
書(

大
部
分
が
中
48
回)

と

｢

新
制｣

高
校
第
１
回
の
卒
業
証
書
と
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

他
校
か
ら
の
編
入
者
の
中
で
、
岡
山
県
立
第

二
岡
山
中
学
校(

現
岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学

校
・
高
等
学
校)

か
ら
転
入
し
て
き
た
高
１
回

高
木
尚
道
は
、
中
48
・
高
１
回
屋
口
正
一
著

『
櫻
水
物
語(

三)

土
浦
一
高
元
年
』
の
中
に
、

｢

思
い
出｣

と
題
し
て
、
土
浦
一
高
転
入
に
至
る

経
緯
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 

「
昭
和
二
十
三
年
三
月
旧
制
第
二
岡
山
中
学

校
を
卒
業
し
新
制
高
等
学
校
発
足
と
共
に
土

浦
第
一
高
等
学
校
に
編
入
さ
れ
一
年
間
の
高

校
生
活
後
茨
城
大
学
に
幸
に
も
入
学
し
ま
し

た
。
一
年
間
の
み
の
高
校
生
活
で
し
か
も
大
学

受
験
に
追
わ
れ
今
色
々
と
振
返
っ
て
み
て
残

念
な
が
ら
一
高
で
の
思
い
出
が
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

私
は
昭
和
十
九
年
十
月
、
逗
子
開
成
中
学
校

【
現
逗
子
開
成
中
学
校
・
高
等
学
校
】
二
年
時

学
徒
動
員
で
日
立
製
作
所
戸
塚
工
場
で
働
き
、

二
十
年
三
月
鎌
倉
か
ら
父
母
の
故
郷
で
あ
る

岡
山
へ
転
居(

父
は
横
須
賀
に
残
る
。)

。
市
内

の
叔
母
の
家
か
ら
第
二
岡
山
中
学
校
三
年
に

転
入
し
、
岡
山
市
内
へ
の
米
軍
の
空
襲
で
学
校

及
市
内
丸
焼
の
経
験
を
し
、
八
月
十
五
日
の
終

戦
を
迎
え
、
昭
和
二
十
一
年
家
族
は
父
が
復
員

２０２０(令和２)年２月４日 

茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会 

ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 
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土浦中学から土浦一高へ４ ～土浦一高発足～ 

 1948(昭和 23)年４月１日、｢茨城県立土浦中学校｣が 5１

年の歴史を閉じ、｢茨城県立土浦第一高等学校｣が発足しま

した。新制高校では、最早、旧制中学校でもなく、旧制高

校でもない、新しい学校づくりの模索が始まりました。 

引用文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

 

 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

旧制土浦中學校の卒業證書 (昭和 23年 3月 5日) (右) 
新制土浦一高の卒業證書（昭和 24年３月 5日）(左) 
（いずれも、中 48・高１回大貫和邦所蔵） 



  

 

後
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
の
旧
霞
ヶ
浦
飛
行

場
入
口
に
ア
メ
工
場
新
設
勤
務
し
た
関
係
で

移
り
ま
し
た
が
、
私
は
中
学
卒
業
迄
岡
山
に
在

住
し
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
両
親
の
下
に
帰
り
、

学
制
改
革
に
よ
る
土
浦
一
高
三
年
に
編
入
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
様
な
生
活
環
境
の
変
化

で
土
浦
一
高
で
の
一
年
間
の
中
で
唯
一
の
思

い
出
と
し
て
今
も
思
い
出
さ
れ
る
の
は
教
科

の
中
で
一
番
好
き
で
あ
っ
た
数
学
が
第
二
岡

山
中
学
校
で
は
卒
業
迄
に
微
分
積
分
確
率
迄

を
終
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
土
浦
一
高
で
は
微

分
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
非
常

に
楽
で
あ
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
又
大
学

受
験
に
つ
い
て
も
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
に

入
り
た
か
っ
た
が
学
制
改
革
時
の
初
年
度
で

理
工
学
部
は
募
集
し
な
い
と
の
事
で
茨
城
大

学
受
験
と
な
っ
た
と
い
う
昭
和
二
十
三
・
四
年

頃
は
終
戦
の
混
乱
い
ま
だ
続
い
て
居
り
学
制

改
革
と
重
な
っ
た
と
い
う
世
の
中
の
変
化
が

大
き
か
っ
た
為
、
そ
の
思
い
出
の
方
が
あ
ま
り

に
も
強
す
ぎ
る
様
に
思
い
ま
す
。｣ 

 

土
浦
一
高
の
２
年
生
は
、
土
浦
中
学
校
の

1944
年
度
の
入
学
生
で
、
４
年
を
修
了
し
、
土

浦
一
高
へ
の
移
行
を
希
望
し
た
者(

高
２
回)

で
す
。
希
望
し
な
い
者
に
は
、
経
過
措
置
と
し

て
、
５
年
修
了
で
の
土
浦
中
学
校
の
卒
業
が
認

め
ら
れ
ま
し
た(

中
49
回)

。 
 
 

１
年
生
は
、
土
浦
中
学
校
の
1945
年
度
入
学

生
で
、
併
設
中
学
校
３
年
を
卒
業
し
、
土
浦
一

高
１
年
に
編
入
さ
れ
た
者(

高
３
回)

で
、
土
浦

一
高
へ
の
切
り
替
え
編
入
を
希
望
し
な
い
者

は
、
３
年
を
卒
業
し
、
就
職
或
い
は
他
の
新
制

高
校
へ
の
進
学
を
選
択
し
ま
し
た(

併
設
中
１

回)

。 
 

併
設
中
学
校
は
、
３
年
に
進
級
し
た
1946
年

度
入
学
生
だ
け
に
な
り
ま
し
た(

彼
ら
は
、
後

輩
の
い
な
い
こ
と
を
非
常
に
口
惜
し
く
残
念

に
思
っ
て
い
た
。)

。
が
、
土
浦
一
高
生
と
な

っ
た
彼
ら
の
先
輩
も
、
同
じ
土
浦
中
学
校
へ
の

入
学
生
で
あ
り
、
高
校
と
中
学
校
と
の
間
に
隔

た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
併
設
中

生
に
は
出
場
資
格
が
な
い
た
め
に
、
高
校
の
部

活
動
に
は
参
加
で
き
ず
、
彼
ら
は
併
設
中
生
だ

け
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
他
の
併
設
中
或
い
は
新

制
中
の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
し
て
鬱
憤
を

晴
ら
し
て
い
ま
し
た(

高
４
回
・
本
校
第
24
代

校
長
大
曽
根
宏
亮
た
ち
は
軟
式
野
球
チ
ー
ム
を

作
り
、
土
浦
二
高
併
設
中
の
チ
ー
ム
と
試
合
を

し
て
い
る
。
こ
れ
が
軟
式
野
球
部
の
始
ま
り
と

な
っ
た
。)

。 
 

土
浦
一
高
３
年
生
と
な
っ
た
高
１
回
杉
山

(

旧
姓
・
宮
本)

弘
は
、
当
時
の
学
校
生
活
を
前

掲
書
『
櫻
水
物
語(

三)

土
浦
一
高
元
年
』
で
、

｢

充
実
の
一
年｣

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。 

 
｢

新
制
高
校
へ
進
ん
だ
の
は
、
特
に
目
的
を

持
っ
て
進
ん
だ
の
で
は
な
く
、
進
学
も
就
職
も

駄
目
で
仕
方
な
く
も
う
一
年
行
こ
う
と
い
う

風
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
高
校
三
年
に
編
入
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
中
学
の
延
長
の
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
が
、

今
ま
で
一
緒
に
通
学
し
て
い
た
友
達
が
卒
業

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
で
行
く
の
を
見

て
い
る
と
、
自
分
が
独
り
取
り
残
さ
れ
て
行
く

よ
う
で
、
気
持
ち
も
落
ち
着
か
ず
勉
強
に
は
熱

中
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

当
時
進
学
し
た
友
人
達
は
、
リ
ー
ゼ
ン
ト
と

い
う
髪
型
を
し
て
、
角
帽
に
制
服
姿
と
い
う
格

好
で
土
浦
の
街
を
歩
い
て
い
る
の
に
出
会
い

本
当
に
大
人
っ
ぽ
く
見
え
、
羨
ま
し
か
っ
た
も

の
で
す
。 

 

二
学
期
頃
に
な
る
と
、
進
学
組
と
就
職
組
に

分
け
ら
れ
、
私
は
就
職
組
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 

こ
の
就
職
組
が
、
就
職
の
準
備
と
い
う
こ
と

で
、
あ
る
日
市
内
の
銀
行
へ
見
学
に
連
れ
て
行

か
れ
た
と
き
、
五
年
で
卒
業
し
て
銀
行
に
就
職

し
て
い
た
某
君
が
、
背
広
姿
で
仕
事
を
し
て
い

る
の
を
見
て
立
派
な
も
の
だ
と
感
心
し
て
お

り
ま
し
た
。 

 

今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
英
語
の

小
沢
先
生
の
こ
と
で
す
。 

 

昭
和
二
十
二
年
五
月
に
新
憲
法
が
公
布
さ

れ
て
お
り
、
先
生
は
、
新
憲
法
の
英
文
版
テ
キ

ス
ト
を
使
い
、
こ
の
授
業
で
は
、
単
に
英
語
の

勉
強
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
憲
法

が
目
ざ
す
平
和
へ
の
理
想
と
い
う
よ
う
な
こ

と
に
つ
い
て
も
熱
心
に
講
義
を
さ
れ
、
感
銘
を

受
け
た
も
の
で
し
た
。
…
…(

後
略)

…
…｣ 

 

ま
た
、
高
１
回
根
本
隆
は
、
同
じ
前
掲
書
の

中
で
、｢

高
三
時
代｣

と
し
て
、
戦
後
の
混
乱
期

に
苦
悩
す
る
青
年
の
心
情
を
次
の
よ
う
に
述

懐
し
て
い
ま
す
。  

 
｢

土
浦
中
学
の
入
学
試
験
は
難
し
か
っ
た
が
、

入
学
し
た
く
て
勉
強
に
努
力
し
た
。
新
制
高
校

は
受
験
と
い
う
緊
張
も
な
く
そ
の
ま
ま
進
級

し
た
。 

 

世
の
中
は
戦
後
の
混
乱
期
で
、
何
も
か
も
整

わ
ず
全
て
に
統
一
も
な
く
制
服
も
な
か
っ
た
。

中
学
時
代
の
カ
ー
キ
色
の
学
生
服
や
黒
の
詰

衿
の
服
を
着
用
し
た
り
で
、
と
に
か
く
あ
る
物

で
凌
ぐ
し
か
な
か
っ
た
。 

 

終
戦
を
境
に
ア
メ
リ
カ
当
局
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
全
体
主
義(

国
家
主
義)

教
育
か
ら

民
主
主
義
教
育
に
俄
に
転
換
さ
れ
た
。
教
科
書

は
墨
で
黒
く
塗
り
潰
さ
れ
て
、
今
ま
で
の
教
育

は
全
て
悪
と
さ
れ
民
主
主
義
が
押
し
進
め
ら

れ
た
。
“自
由
”  

“
個
人
主
義
”  

“
民
主
主
義
”  

と
い
う
言
葉
の
氾
濫
の
中
で
何
か
特
別
な
解

放
感
を
抱
い
た
が｢

民
主
主
義｣

と
い
う
言
葉

の
概
念
も
全
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
歴
史
や

道
徳
の
価
値
観
も
逆
転
し
ど
こ
に
基
準
を
置

い
た
ら
よ
い
の
か
迷
っ
た
。 

 

民
主
主
義
社
会
と
な
っ
て
は
大
学
も
出
な

け
れ
ば
一
人
前
に
は
な
れ
な
い
と
考
え
て
志

望
し
た
が
大
学
受
験
と
い
っ
て
も
今
の
よ
う

に
予
備
校
も
な
く
特
別
な
受
験
指
導
も
な
く

何
を
ど
う
勉
強
し
た
ら
よ
い
の
か
考
え
あ
ぐ

ね
た
。
結
局
高
校
課
程
の
勉
強
で
東
京
に
出
て

心
細
い
思
い
で
大
学
入
試
に
臨
ん
だ
。
…
…

(

後
略)

…
…｣ 

  

定
時
制
夜
間
部 

 

本
校
定
時
制
は
、
新
制
高
等
学
校
の
発
足
と

同
じ
1948
年
４
月
１
日
に
、｢
茨
城
県
立
土
浦
第

一
高
等
学
校
に
夜
間
制
高
校
を
併
置
す
る｣

と

い
う
形
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
１
日
、
第

１
学
年
普
通
科
100
名
を
募
集
し
、
志
願
者
78

名
中
68
名(

う
ち
７
名
は
女
子)

が
合
格
、
５
月

10
日
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
64
名
が
入
学

し
、
初
の
女
子
生
徒
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

定
１
回
助
川
弘
は
、 

 
 ｢

清
水
繁
次
郎
先
生
と
本
間
七
郎
先
生
が
定

時
制
専
任
で
、
他
は
全
日
制
か
ら
熱
心
な
先
生

方
が
兼
任
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
当
時

は
ま
だ
電
灯
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
夏

の
陽
の
高
い
う
ち
で
も
五
時
か
ら
七
時
頃
ま

で
の
授
業
で
、
正
課
の
九
時
十
分
ま
で
は
勉
強

し
た
く
て
も
暗
く
て
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
九

月
末
【
28
日
】
に
や
っ
と
電
気
が
つ
い
て
授

業
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
力
事

情
が
悪
く
し
ば
し
ば
停
電
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
う
な
る
と
黒
板
の
字
が
見
え
ま
せ
ん
の

で
、
暗
い
教
室
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
先
生
の

お
話
だ
け
を
伺
い
ま
し
た
。｣(

『
進
修
百
年
』

所
収｢

定
時
制
の
創
立｣)

 

と
当
時
の
学
び
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

                

 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定時制第１回生の茶話会（昭和 24年 12月）       

最前列中央に 4名の教諭が並ぶ。左から、林卯

一郎、長南俊雄、土井鱗助、本間七郎。 

（『進修百年』より） 


